
毛 髪
虫

ビニル片
プラ片
繊 維
焦 げ
その他 52件。小石・つまようじ・金属製のコイルバネなど

125件。1㎜～約40㎝。2日続けて20㎝以上を混入業者も
42件。飛翔虫、原材料付着。澄まし汁にカメムシ混入
28件。食材の包材混入など
13件。検品や調理過程で使用する道具が欠けて混入など
3件
1件

今
で
も
こ
の
状
況
な
の
に
、

八
万
一
千
食
な
ん
て
大
丈
夫
？

中学校給食に異物混入？！ ご存じですか？

地域防災拠点は、避難してきた被災者が心身ともに安心して過ごせ、生
活再建の活力を養うことができるよう、48時間以内にトイレ・食事・ベッ
トが避難者に十分行き渡るような取り組み(TKB48)を進めること。炊き出
しを行うキッチンカーの登録を進めること等を市長に提言しました。

あ
ら
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た
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量
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あ
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あ
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り
。
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た
。調

味
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す
タ
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や
、
ワ
ン
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片

手
で
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け
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。
仕
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し
て
く
れ
る

と
間
違
え
な

い
の
に
、
と

思
う
私
で
す
。

去年4月～12月までの9か月間に、横浜市の中学校給食に264件の異物混
入報告があったことが、産経新聞の情報公開請求でわかりました。

2023年
たばこの吸殻

2024年
ごはんに脱酸素剤
混入で、5700人
分のごはん提供中
止。副菜のカレー・
オムレツを提供

2024年
じゃが芋から異臭。
2735食はジャガ
イモ抜きの肉じゃ
がとして提供

こんな事も！
原因は不明の
ままです。

学校調理方式の小学校
給食では、調理員さん
が細かくチェックして
いるので異物混入はほ
とんどありません。

現在は契約4社が1日約35000
食を提供。喫食率約45％です。
来年度には全員喫食をめざし

ているので、1日約81000食を5
社で提供します。金沢
区の市有地に建設する
工場では1日約28000
食を提供します。

ー 日本共産党横浜市議団は ー
全員喫食には賛成ですが、デリバ

リー方式には賛成できません。小学
校と比べて残食率も高く、他都市で
は学校調理方式に切り替えが進んで
います。市教委は半数以上で学校調
理方式可能と認めているのですから、
できる学校から学校調理にする計画
への見直しを求めています。

TKB48

T：快適で十分な数のトイレ
K：温かい食事を提供するキッチン
B：簡易ベッド
災害時の避難所に48時間以内に届ける

イタリアでは国の機関が各
地に“TKB”を備蓄するように
法令で義務付けられています。

災害時にはボランティア団体に指
示を出し、費用を負担する仕組みが
整えられています。「災害時でも市
民が営んでいる生活を保障する」市
民社会保護の理念のもとに避難所運
営をしています。被災した自治体職
員が運営を担うこともありません。

あらきのイチオシ！防災グッズ

消防団員として、地震被災地各
地を訪れた者として、ここは強調
したい「簡易トイレは必ず備蓄し
てください！」
集合住宅ではトイレの

水を流さないで！下の階
で詰まったら逆流します。

昨年の台湾大地震で
は、地震発生4時間
後には避難所にテン
ト・シャワー・トイ
レが設置されました。

今度こそ、あさか由香を国政に押し上げよう !

％の国民生活を引き上げる99
必要なのは、賃金と社会保障を上げる政策と、

その財源確保のために大企業と超富裕層の優遇を
やめて応分の負担を求める政治の覚悟です。

“高
齢
者
優
先
か
、

若
者
優
先
か
”

で
は
な
い
！

あさか由香は、7月の参議院神奈川に挑戦します！

今年３月、横浜市は日
本キッチンカー協会と
「災害時におけるキッ
チンカーによる炊き出
し等の実施の協力に関
する協定」
を締結し
ました。

市の今年度予算
では地震防災の強
化、特に避難所環
境の改善が盛り込
まれました。但し
「整備に5年」につ
いてはスピードアッ
プを求めました。

避難所の二次健康被害ゼロをめざして

日本共産党横浜市議団は

避難所の国際基準「スフィア基準」
「被災者は劣悪な環境の避難所等で我慢を強
いられるのではなく、今後の生活再建に希望
を持てることが必要である」こんな事が…
・水は1人1日最低15L、蛇口1つ250人利用
・トイレは20人に最低１つ、男女比は1:3


